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今日お話しすること

①UMass Amherst研修概要

②調査結果

③まとめ
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研修概要：訪問先

5大学（UMass Amherst+近隣大学×2+2)
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調査研究の目的：

①学習支援業務担当者向け研修プログラム

「学習支援に必要なスキルは何か」

「どういう研修を受けているか」

②ステークホルダーとの協働・連携事例
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研修概要：やったこと

52人にインタビュー（ライブラリアン43人、

教員2人、他部署スタッフ6人、学生1人）
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職責やスキル・資質の明文化

“Job Description”とは

職務内容説明書《職務分析に基づき, 職務に
必要な作業・設備・能力・資格・条件など
について分類記載したもの》.研究社. 医学英
和辞典. JapanKnowledgeLib.

5



Job Description見せてください

UMass Amherst の場合

職名

ざっくりとした業務所掌

上司/部下

義務/責任を負う業務

求められる資格/能力/資質
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学習支援担当者に求められる資質

UMass Amherstの場合
２年以上の情報リテラシー経験

“ACRL Information Literacy 
Competency Standards for Higher 
Education”に対する実用的な知識

教育や訓練、評価の経験

WEBツールに関するテクニカルな技能 など

※教員免許までは求められていない
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学習支援担当者向け研修

体系的な研修はない。基本的には自己研鑽
米国大学・研究図書館協会（ACRL）等によるオン
ライン講習、集合研修

学習支援強化の必要性

⇒ライブラリアン向けFDの企画・実施

（×学内FDセクション）＠UMass Amherst
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“Job Description”がもたらすメリット

雇用者
⇒「今」あるいは「これから」必要

な人材をピンポイントで集める

被雇用者
⇒ミッションと評価の明確化

⇒自己研鑽に対する指針が立てやすい

⇒モチベーションを維持しやすい
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ユーザーエクスペリエンス(UX)ライブラリアンという
新しい仕事

ユーザー‐エクスペリエンス 【user 
experience】とは
製品・サービスを使用する際の印象や体験。使
い勝手や操作感を意味するユーザビリティーや
ユーザーインターフェースより広い概念であり、
製品を所有したり、サービスに接したりする過
程で得られる、満足感や喜びといった質的・精
神的価値に重きを置く。ユーザー体験。UX。
(小学館.デジタル大辞泉. JapanKnowledgeLib)
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User Experience Projects＠Amherst College

UX手法を用いて、利用者にとってより最適な図書
館をデザイン（ウェブサイト、フロア設計、ゾー
ニング等）

例）
Research, Instruction

& User Experience Librarian

＠Amherst College

2015年1月～
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UXライブラリアンという新しい仕事

多様なユーザー
（新入生/学部生/院生/研究者/教員/職員/留学生/修学支
援学生/高校生とその家族/一般市民/…）

それぞれにとって最適なサービス
（学習/教育/研究支援）

⇒UXという新しい？理論・手法

⇒ステークホルダーとの協働を促進する
仕組み
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まとめ①

最初の問い：

「我々日本の大学図書館における学習支援
業務担当者に求められるスキルとは何か」

「それを得るためにどのような研修が必要な
のか」
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まとめ②

“Job Description”という存在

学術情報リテラシー担当者研修(H15‐H27)

日本における大学図書館職員の専門性
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まとめ③

ステークホルダーとの協働の重要性

図書館という「場所」

進化し続けるライブラリアン
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まとめ④

人的ネットワークの構築

課題・グッドプラクティスの共有

双方の課題解決に資する関係性
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